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内 MafA の発現が特異的に減弱していた。そのため、膵β細胞株 INS832/13で NRDC





また、細胞表面における NRDC の作用を阻害しても MafA の発現が変化しないことも明
らかになり、膵β細胞の NRDCが核内で MafAR3を介して MafAの転写を調節しているこ
とがわかった。 
さらに検討を進め、MafAR3 に結合することが報告されている既知の転写因子の



















写因子 MafA のエンハンサー領域に存在し、MafA の発現調節を介してインスリン分泌関
連遺伝子の発現を制御していることもわかった。さらに、NRDC と転写因子 Islet1 が複




  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成29年1月13日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
